
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「いのちの授業」 第３学年

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●この体験学習を通して、命の尊さ、大切さを実感することで、自分

を大切にする気持ち。保護者への感謝の気持ちなどを育てること

ができた。 

●自分だけでなく、他人も尊重することで、より良い人間関係を構築

することに繋げられた。 
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●生きているということが、当たり前ではないということに、改めて

気付かされた。今までかかわったすべての人に感謝の気持ちを持ち

たいと思った。 

●目をつぶって「お母さんが自分の事を生んだ時を想像してみてくだ

さい」と言われた時に、改めて自分を生んでくれたことに感謝しよ

うと思った。家に帰ったら、母に感謝の気持ちを伝えたい。 

 
 

●八潮市「さら助産院」の助産師 直井亜紀先生をお招きして３年生

を対象に「いのちの授業」を実施。 

●講話だけでなく、実際の出産の動画視聴や、命が芽生えたばかりの

受精卵や胎盤の模型等で、実際の大きさを知ることで、いのちの尊

さを学ぶ機会とする。 

  
 


